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ＳＳＴ及びＴＴの効果について 

 

ソーシャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）、ペアレント・トレーニング（ＰＴ）、

及びティーチャートレーニング（ＴＴ）は応用行動分析の考え方を基盤として

おり、効果も実証され、現在も発展し続けている支援方法です。 

まず、ＳＳＴは子どもたちに直接行う支援方法であり、現代において自然に

身につけることが難しくなったソーシャルスキル（社会生活を送る上で対人関

係を円滑に運ぶための技術）を意図的、計画的に学習します。現在では、対象

児童のみを取り出しておこなうＳＳＴだけでなく、学校の授業や保育園、幼稚

園のクラス全体でおこなうＳＳＴも増えてきており、より多くの効果が実証さ

れています。 

また、これまでのＳＳＴ研究において、他者への妨害行動や、引っ込み思案

行動が減少したり、他者を好意的に認知するようになったことが報告されてい

ます。ＳＳＴを通して、子どもたちは他者と関わることの楽しさや、他者を大

切にすることを学び、社会性を身につけ、成功体験を積み重ねることで、自分

に自信を持つことができるようになります。 

一方、ＴＴは保護者を対象としたＰＴを改訂したもので、幼・小・中学校教

諭、保育士、そして療育担当者等（以下、「支援者」という。）を対象に、子ど

もへの関わり方や配慮の方法を学ぶ間接支援です。子どもの具体的な行動を具

体的に強化する方法について学び、子どもの行動問題や支援者との関係の変化

を目指します。実際に子どもへの対応の仕方が変化することはもちろん、行動

特性の理解や支援者の自信の回復、そして子ども自身の自己効力感を育ててい

くことにもつながっており、支援者が変化することで子ども自身の変化を促し

ていくことになります。 


